
平成20年度地域住宅モデル普及推進事業による展示住宅等の概要（平成２２年度成果報告）

事業者名：大浦建築研究室 大浦利伯 展示住宅等の建設地住所：和歌山県御坊市藤田町吉田５４９－５

事業者連絡先

（とりまとめ都道府県名 和歌山県 ）

事業の種類 ①展示住宅 ②生活体験施設事業者連絡先：073‐427‐4615

総事業費：2,489万円（うち補助金1,980万円）

＜展示住宅・生活体験施設の平面図＞

事業の種類： ①展示住宅、 ②生活体験施設

基本性能等の基準： ①新築（長期優良タイプ）、 ②新築（長寿命化普及タイプ、 ③改修

外観写真 【１階】 【２階】

＜展示住宅・生活体験施設の特徴＞
①モデル住宅としての機能も必要と考察したが あまりにも生々しい具現性に

＜展示住宅等の仕様等＞
①床面積 （１階）112 69㎡ （２階）40 63㎡

１階平面図 ２階平面図

内観写真１

①モデル住宅としての機能も必要と考察したが、あまりにも生々しい具現性に
飛んだ空間提供は、商業施設の展示住宅と変わり映えのないものになってしま
う。「木の香」漂う､目を閉じてしばらくはこの空間に身を浸し、この空間を「我が
物」にしようと奮い立たせる様な思いを込めて計画しました。

②吹抜空間に浮かんだような小さな茶室（３帖台目）を設けています。その茶室

①床面積：（１階）112.69㎡、（２階）40.63㎡

②外観：モルタル塗りの上弾性リシン吹付
及び杉板t=15浸透性塗装塗布

③構造（部位毎の建材、寸法等）：
は、照明器具や空調機器を設置していない特別な空間に仕上げました。柱 桧120×120／105×105

梁 杉120×240／120×300

④断熱性能：
屋根 ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ保温版2種1号 t=60
大壁 住宅用グラスウール16K t=100 ＜平成２２年度の成果＞

内観写真２
大壁 住宅用グラスウ ル16K t=100
床 ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ保温版2種1号 t=75

⑤展示期間：平成22年4月～平成29年3月

＜平成２２年度の成果＞
①来場者数又は生活体験者数（平成２２年４月～平成２３年３月）：７９名
②来場者又は生活体験者の主な声：
○浮き茶室は、何とも癒される空間で良い
○畳の部屋と居間が連続していて広々と使えて良い


